第３部　無機物質
実験No.8

実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的①Fe2＋とFe3＋の反応性の違いを調べ、沈殿や溶液の色の変化で確認する方法を理解する。
　　②銅イオンの反応性を確認し、沈殿や色の変化を理解する。

準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□試験管(6)　□試験管立て 　□スポイトまたは駒込ピペット(3)[共有]
□3%-硫酸鉄(Ⅱ)FeSO4aq 　□2mol/L-水酸化ナトリウム水溶液NaOHaq [共有]　
□3%-塩化鉄(Ⅲ)FeCl3aq　　□3%-ﾍｷｻｼｱﾆﾄﾞ鉄(Ⅱ)酸ｶﾘｳﾑK4[Fe(CN)6]aq[共有]
□3%-ﾍｷｻｼｱﾆﾄﾞ鉄(Ⅲ)酸ｶﾘｳﾑK3[Fe(CN)6]aq[共有]

実験　3%-FeSO4と3%- FeCl3をそれぞれ3本の試験管に3mL入れ、①NaOHaq (またはNH3aq)　②K4[Fe(CN)6]aq　③K3[Fe(CN)6]aqの試薬を5滴加えて変化を観察しなさい。

	【Fe2＋とFe3＋水溶液の反応】
	①NaOHaq 
(またはNH3aq)
	②K4[Fe(CN)6]aq
	③K3[Fe(CN)6]aq

	FeSO4aq
Fe2＋ （　　　）色
	（　　　　）色沈殿
化学式（　　　　　　　）
	（　　　）色沈殿
	（　　　）色沈殿

	FeCl3aq
Fe3＋ （　　　）色
	（　　　　）色沈殿
化学式（ 　　　　　　　）
	（　　　）色沈殿
	（　　　）色溶液
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)演示実験1　銅のワンポット反応
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　NaOHaq　　　　　　　　　　　　 HNO3aq
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                     　　　　　　NaCl 
飽和水溶液

　　　　　　　　　　　　　NH3aq　　　　　　　　　　　　　NH3aq
過剰　　　　　　　　　　　　　　少量
 (
　　
は沈殿、　　　は溶液
)
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考察　Cu2＋、Fe3＋がを含む水溶液から各金属イオンを分離する操作の実験計画を立てなさい。





演示実験2　考察における2種の金属イオンの分離について実験を行う。
 (
　　
は沈殿、　　　は溶液
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を含む混合水溶液
)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　操作	




　　　　　　　　　（　　　　）色沈殿　　　　　　　　　　　　（　　　　）色溶液















【実験まとめ（実験の目的に沿って実験操作と結果を整理する）】
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●
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の反応について整理する。
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実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的①Fe2＋とFe3＋の反応性の違いを調べ、沈殿や溶液の色の変化で確認する方法を理解する。
　　②銅イオンの反応性を確認し、沈殿や色の変化を理解する。

準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□試験管(6)　□試験管立て 　□スポイトまたは駒込ピペット(3)[共有]
□3%-硫酸鉄(Ⅱ)FeSO4aq 　□2mol/L-水酸化ナトリウム水溶液NaOHaq [共有]　
□3%-塩化鉄(Ⅲ)FeCi3aq　　□3%-ﾍｷｻｼｱﾆﾄﾞ鉄(Ⅱ)酸ｶﾘｳﾑK4[Fe(CN)6]aq[共有]
□3%-ﾍｷｻｼｱﾆﾄﾞ鉄(Ⅲ)酸ｶﾘｳﾑK3[Fe(CN)6]aq[共有]

実験　3%-FeSO4と3%- FeCi3をそれぞれ3本の試験管に3mL入れ、①NaOHaq (またはNH3aq)　②K4[Fe(CN)6]aq　③K3[Fe(CN)6]aqの試薬を5滴加えて変化を観察しなさい。

	【Fe2＋とFe3＋水溶液の反応】
	①NaOHaq 
(またはNH3aq)
	②K4[Fe(CN)6]aq
	③K3[Fe(CN)6]aq

	FeSO4aq
Fe2＋の色（　淡緑）色
	（　緑白　）色沈殿
化学式（　 Fe(OH)2　）
	（　青白）色沈殿
	（　濃青）色沈殿

	FeCi3aq
Fe3＋の色（　黄褐）色
	（　赤褐　）色沈殿
化学式（ 　Fe(OH)3　）
	（　濃青）色沈殿
	（　　褐）色溶液
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)演示実験1　銅のワンポット反応
　　　　　　　　　　　2mol/L 　　　　　　　　　　　　　2mol/L
　　　　　　　　　　　NaOHaq　　　　　　　　　　　　 HNO3aq
　　　　　　　　　　　5滴　　　　　　　　　　　　　　　7滴　　　　　　　　　　　　　
0.1mol/L-CuSO4aq 25mL                                      　　　　　　35gNaCl 
飽和水溶液
 6mol/L　　　　　　　　　　　　　6mol/L
　　　　　　　　　　　　　NH3aq　　　　　　　　　　　　　NH3aq
過剰　　　　　　　　　　　　　　少量
 (
　　
は沈殿、　　　は溶液
)※Cu2＋に配位する能力はNH3＞Cl－＞H2O


考察　Cu2＋、Fe3＋が含まれる水溶液がある。2種の金属イオンを分離する方法を考察しなさい。
 (
過剰のアンモニア水を加えてろ過をする
少量のアンモニア水を加えると、
Cu
2＋
、Fe
3＋
ともに沈殿が生じる。過剰に加えるとで、銅が溶けるため、ろ過することにより分離できる。
（別解答）酸性(
HCl
を加える)にした後にH
2
Sを加えても可能。
)




演示実験2　考察における2種の金属イオンの分離について実験を行う。
 (
　　
は沈殿、　　　は溶液
)
　　　　　　　それぞれ硝酸塩の0.1mol/L水溶液2.5mL
 (
Cu
2＋
、Fe
3＋
を含む混合水溶液
)

 (
過剰のアンモニア水を加え
、
生じた沈殿を
ろ過する
。
)　　　　　　　　　　　　　　　　　　操作                             　6mol/L 10滴程度




　　　　　　　　　（　赤褐　）色沈殿　　　　　　　　　　　　（　深青　）色溶液
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【実験まとめ（実験の目的に沿って実験操作と結果を整理する）】
 (
●
Fe
3＋
と
NaOHaq
　●
Fe
2＋
とK
3
[Fe(CN)
6
]
aq
　●
Fe
3
＋
とK
4
[Fe(CN)
6
]
aq
　
●
Cu
2＋
とNH
3
aq
　　
の反応について整理する。
●
Fe
3＋
に
NaOH
aq
を加えると、赤褐色沈殿が生じる。
●
Fe
2＋
にK
3
[Fe(CN)
6
]
aq
を加えると、濃青色沈殿が生じる。
●
Fe
3
＋
にK
4
[Fe(CN)
6
]
aq
を加えると、濃青色沈殿が生じる。
●
Cu
2＋
にNH
3
aqを加えると、少量で青白色沈殿が生じ、過剰では深青色沈殿が生じる。
)
　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　（共同実験者　　　　　　　）
